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　「VERITE」「MAHARAJA DIA-
MOND」「MIMIKAZARI」「Velicia」
など103店舗を運営する㈱ベリテが、
全国に店舗展開するジュエリーチェー
ンとしては初となる「金属アレルギー対
応ジュエリー専門店」を4月28日に川
崎ラゾーナ2Fにオープンした。
　金属アレルギー対応ジュエリー専門
店「verite川崎ラゾーナ店」は、店内全商
品が金属アレルギー対応。商品は素材
別に分かりやすく展示されているため、
素材からジュエリーを選択できる。また、
金属アレルギー協会認定の金属アレル
ギーアドバイザーの有資格者が常駐し
ているので、金属アレルギー商品につい

て正しいアドバイスを
受けることができる
（他社のアクセサリー
やアレルギー症状に
ついてのアドバイスは
不可）。
　店内はカフェのよう
な安らぎのある空間
で、スタッフを呼ぶこ
となく自らジュエリー
を手に取り鏡で合わ
せられ、リラックスして
700種類以上のライ

ンナップの金属アレルギー対応ジュエ
リーを楽しめる工夫を施している。
　金属アレルギー対応の素材は、医療
用のメスや鉗子のコーティング材など
に使われているもので、それぞれの商
品に合わせて採用。素材名は“SUS
316L”“やさシールド（R）（独自の金属
アレルギー対策加工）”で、その素材と
加工技術を取り入れた主力商品が
“sv925”“K10”となる。価格は3千円
～3万円。
　金属アレルギー対応専門店がある中
で、全国展開しているジュエリーチェー
ンが本格的に金属アレルギー対応ジュ
エリーに挑戦するのは業界初。この挑

戦の背景には、金属アレルギーの人で
もジュエリーを着けることを諦めてほし
くないという、多様性の時代にも配慮し
た想いがある。また「K18やプラチナな
どの高価な素材であれば金属アレル
ギーでも問題ない」という誤解をなくし
ていく意味でも有意義な店になるだろ
う。日本の人口の10人に1人は金属ア
レルギーと言われており、ベリテの社内
でも25%の女性社員が装飾品による何
らかの肌トラブルを抱えていた。
　その問題を解決しようとする中で、
「サージカルステンレス」とよばれる医
療用としても使用されている素材を取
り入れたジュエリーを金属アレルギー
のスタッフに試したところ、問題なく使
用できただけではなく、評判が評判を
呼んだことなどが、本格的に金属アレ
ルギー対応商品の開発に取り組む
きっかけとなった。
　商品企画については、一般社団法
人金属アレルギー協会の専門家のアド
バイスを得ながら、これまで社内で取り
扱ったことのなかったさまざまな素材
をテストし、基準をクリアした素材のみ
を採用。さらに日常使いできる価格帯
にしたファッションジュエリーの開発に
も成功した。

　今回採用した素材以外にも、ジュエ
リー業界に新しい可能性をもたらすよう
な素材も発見。素材によって装飾品とし
て商品化するには金属の特性による
様々な課題があるものの、もっと多くの
人に、安心して身に着けてもらえるよう
に、今後も新しい素材にも挑戦していく。

　ジュエリーはひとつ着けると、日常の
ファッションにも自信を与えてくれる
“自分だけの味方”のような存在であ
り、暗めのファッションの時でも、ジュエ
リーがあれば顔周りが華やかになり、
年齢の悩みまでカバーできる。その
ジュエリーの価値をすべての人に届け
られるようにするために、内面の美しい
自分らしさにまでフィットできる“私の
相棒”となるジュエリーを今後も開発し
ていく、としている。

　日本およびアジア諸国で
131店舗のブライダルリング専
門店を展開するアイプリモ（運
営：プリモグローバルホール
ディングス㈱）は5月5日、中華
人民共和国の長沙市にある
商業施設「長沙国金中心」に
長沙市初となる「I-PRIMO -
Changsha IFS Store」をオー
プンする。同店は、上海・杭州・
深圳・北京・成都・蘇州・重慶・
武漢・天津・南京・南寧・厦門・

広州と出店地域を拡大する同社
の中国本土事業において26店舗
目、プリモグローバルホールディン
グス㈱全体としては132店舗目の

出店となる。
　中国本土では
日本ブランドの
高品質な商品
への信頼感が
強く、ハイブラン

ドとしてのイメージを持たれてい
ることから同社は中国本土に
2016年から出店を続けている。
　購買層は日本国内店舗と同
様の20代から30代のブライダル
カップルで、平均購買価格は日
本と比較して高く、一生に一度
の買い物であるブライダルリング

の品質へのこだわりを感じるとしている。
　新型コロナ感染の終息にともない購
買意欲が回復する中、日本ブランドの
高品質な商品を実際に見て・手に取っ
た上で購入したいという顧客が多く、
中国市場におけるさらなるプレゼンス
向上のため、中国南西部の特大都市
である長沙市にエリア1号店を出店す
ることとなった。
　澤野直樹社長は、「2007年10月に海

外展開1号店として台湾に進出してか
ら、2012年に香港、2016年に中国本
土と出店地域を拡大。2022年8月期末
時点での海外売上比率は4割を超え、
引き続き継続的な海外出店を行うこと
により更なる躍進を目指します。また、既
存進出エリアの中国本土・台湾・香港
に加えて、2022年11月にシンガポール
1号店のグランドオープンを行い、アイ
プリモブランドの『日本基準の高い商品
品質』はもちろん、『きめ細やかなサービ
ス・おもてなし』を通じた『一生の記念と
なるお買い物』を、海外のお客様にも広
く提供していく」と話している。
　アイプリモの強みである「世界で
たったひとつ」のブライダルリングを届
けるセレクトオーダースタイルや、顧客
一人ひとりのニーズに合わせたきめ細

　山梨県で初の国際宝飾展となる
「山梨ジュエリーフェア」（4月12日
-14日）が開催され、無事閉幕しま
した。ご来場、ご出展、ご協力いた
だきました皆様、本当にありがとう
ございました。

　今回が初開催にも拘らず、国内
外から143社が出展し、5,590名が
来場。業界セミナーは、公開、非公
開のものを合わせて6セッションを
実施し、ほとんどのセミナーが満席
となりました。会場内は落ち着いた
雰囲気ながらも各ブースでは終始
商談が行われました。出展社から
は「プロが集まる場として、充実した
商談ができた」と評価され、山梨県
でもB2Bのトレードショーらしさを
創出することができたと思います。

　本展の目玉企画の一つとなった
「宝石加工実演ブース」では、山梨県
水晶宝飾協同組合の宝石研磨部
会、貴金属工芸部会、水晶美術彫
刻部会に所属する名工たちによる技
術披露が行われました。3日間を通し
て、来場者だけでなく出展社やセミ
ナー講師も職人の洗練された技に
目を奪われていました。また、改めて
技術の継承が必要との声などが聞
かれ、課題として共有された点もフェ
アだからこそではないでしょうか。

　工場見学ツアーも人気でした。
今年はクロスフォー社への工場見
学ツアーを実施し、100名の定員が

あっという間に満席となり、面白かっ
たと満足の声が多かったです。

　山梨ジュエリーミュージアムとも
連動しました。山梨ジュエリーフェ
アの帰りに気軽に立ち寄れるよう
市内を循環するバスを停車させる
ことで、一日中山梨県のジュエリー
を楽しんでいただける機会を創出
できたと考えております。

　この度の山梨ジュエリーフェアが
きっかけとなり、甲府市内、及び石
和温泉付近の宿が満室となったこ
とや、多くのかたが甲府市内の飲
食店をご利用いただいたこと等、山
梨県の産業と経済の活性化にも係
ることができたことは、個人的にも
嬉しく思います。

　会期の最終日には、山梨県宝石
美術専門学校の生徒の皆様が来
場しました。出展社と熱心に話して
いる姿や、展示されている商品を食
い入るように見ている姿を目にする
たび、胸が熱くなりました。日本の
宝飾産業を支える人材を育むきっ
かけとなれたことは、何にも代えが
たい経験でした。

　本展示会がきっかけとなり、山
梨ジュエリーの魅力が世界中の
方々に広く伝わっていくこと、国内
市場がさらに活性化していくこと、
そして、若手人材の育成に繋がるこ
とを心より願っております。

BtoBトレードらしさを創出
インフォーマ マーケッツ ジャパン㈱

事業推進部　千田 薫
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「山梨ジュエリーフェア」 Part.5

業界初、金属アレルギー対応
ジュエリー専門店をベリテが展開
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専門スタッフが常駐
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